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「女性の視点からの防災対策」

大切な人と暮らしを守るために日ごろの備えをしていますか？

なでしこ防災ネット

Ｈ２１．２．１４
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今年度の活動

目標
家庭や地域に密着している女性の防災力の
向上から災害に強いまちづくりを目指す。

活動内容
体験型イベント、防災講演会の実施

防災コミュニティサロンの開催

女性の視点からの防災教材の作成
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活動の視点

講演会､講習会､ﾘｰﾌﾚｯﾄ作
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① 日 時 6月8日（日） 9:00～16:00 荒廃地
対 象 親子 48名参加

活動内容 かまど作り、大釜でごはん炊き、あるものカレー作り､テント作成、
トイレ作成、たけのこ掘り、三角巾を使った応急手当

講 習 もしも・・・の時のために「安全な場所へ避難・移送する方法」

② 日 時 7月6日（日） 9:00～16:00 畑
対 象 高齢者・障害者 57名参加
活動内容 家庭菜園野菜カレー作り ﾌﾞﾙｰﾍﾞﾘｰの植樹
ミニ防災講演会 「我が家の防災対策」｢家庭で療養している人のための防災対策｣

③日 時 7月27日（日） 9:00～16:00 荒廃地
対 象 中学生･高齢者 50名参加
活動内容 避難所設営訓練 ガイドヘルパー体験
ミニ防災講演会 ｢我が家の防災対策｣｢災害伝言ダイヤル１７１｣

成 果 日ごろの活動を積み重ねた結果、多くの問題 や課題が発見でき、
その成果をリーフレットにまとめることができた。
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自分が被災者にならない努力

「興味をもち」｢知ること」から。

そして「身近にできること」から

立ち木、生木を利用して

残念ながら

ご飯は芯が・・

小学生も一緒に

Day
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搬送訓練、応急手当、避難所設営体験の様子搬送訓練、応急手当、避難所設営体験の様子
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ヤングママからは

・母親が慌てると子どもや老親は不安が増徴する。

・母親がパニックになったら乳幼児は助けられない

・母親がﾊﾟｰﾄに出て家が空、発災時、子どもや高齢者はどうなるのだろう

・高齢者は作業を進めていくが若い人たちは何をしてよいのか分からない

・在宅療養者のイメージがわかないから、助けに行っても役に立つか自身がない。

・障害者のみの場合は障害の度合いや状態が分からないので支援が難しい

・今日のサバイバルキャンプで、初めて防災のことを意識した。

中学生からは

・大きな地震を知らないので、誰がどのように困っているか、何をすればいいかわからない。

・防災のことをほとんど知らなかった。知らなくてもいいと思っていた。でも参加して関心がわいた

・赤ちゃんがいつ生まれるかわからない妊婦さんは不安だろうと思った。
・避難所で、人がいやがる仕事を進んでやったり、力を発揮したり出来る人が何人いるだろう。
・体験したことを同級生に伝えたいが、理解してもらえるかわからないので友達と参加する。
・中学生にもできる活動があることがわかった。

高齢者からは

・マッチを使えない若い人が多いのでびっくりした

・長年、介護をし、地域との交流がなかった。多くの人と知り合い、搬送方法や応急処置などを体験できてよかった。
・地域の状況をよくしっている、中学生は災害時に強力な戦力として期待できる。
高学年の小学生の方が大人より力がある
世代を超えた訓練や交流ができたことはよかった。

・有意義な時間でした。民生委員として地域に目を配り、時を逃がさず対応したい。
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それぞれの役割は

援助を要する方は

自分たちでできる防災対策に取り組む

防災訓練などの地区活動に参加する

日ごろから地域の人たちとの交流を大切にする

隣近所など地域の方は

普段のお付き合いを大切にする。隣近所との協力体制を話し合う。

地域のお年寄りや支援の必要な方と交流を図り、遠慮なく支援を申し出てもらうように伝えておく

発災時にはどうなっていますか？

・支援が必要な人は、利用していたホームヘルパーを引き続き利用できるという仕組みは

・ホームヘルパーが被災した場合、代わりのホームヘルパーは

・避難所まで搬送してもその後の支援体制は （布団・収容場所・病院など）

・いざというときの災害時要援護者名簿は役立てれるか

・医療、介護事業者が相互に助け合える体制作り、介護支援体制を継続する必要性があるのでは

・妊婦・産婦にも同じように支援体制を
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防災講演会
Ｈ20年10月4日（土） 48名参加 31枚アンケート回収

テーマ「地域における男女協働の自主防災対策」

自主防災事例発表：２自主防災会
なでしこの防災啓発活動展示
非常食ｺｰﾅｰ

防災用品の展示と説明

リーフレットを公開（点字版も）

Ｈ２１年１月１７日（土） ４３０名参加 １９２枚アンケート回収

手話通訳付き

手話録画
点字冊子作成

秦野市、はだの市民が創る男女共同社会推進会議、秦野市危険物安全協会との共催
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家庭での日頃の備えや発災後の衣食住の確保などを中心とした

女性の視点からのリーフレット作り

防災コミュニティサロン

連携団体

行事参加者

男女共同参画

市役所防災課

講演会

勉強会

体験型イベント

ｻﾊﾞｲﾊﾞﾙ体験

編集会議

４～８回/月

リーフ
レット

（観音開き折）

点字リーフレット

手話録画
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リーフレット アンケート結果

リーフレットについての意見

内容は分かりやすい

字が小さくて読みづらい

集合体（マンション）等も視野に

高齢者、幼児、子供、障害者を含めた内容に

初期消火活動の着手

リーフレット「女性の視点からの防災対策」アンケート結果

良い

普通

もっと工夫した方がよい

無回答

男女協働の必要性について

1. 感じた 全体の７４％（回答数１４２）
2. 感じない 全体の４％（回答数７）
3. すでに男女協働で取り組んでいる

全体の７％（回答数１３）
4.無回答 全体の１６％（回答数３０）

男女協働の必要性 アンケート結果

男女協働の必要性

74%

4%

7%
16% 感じた

感じない

すでに男女協働で取り組
んでいる

無回答

４３０名参加 １９２枚アンケート回収

・内容が具体的で分かりやすかった。

・緊急時には何が必要かがよく分かった。

５１％
２９％

１７％

４％

講演会アンケート感想

29％
51％
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他団体、地域との連携

• 連携１０団体と知識の習得、技能の向上など、スキルアップを図った。
• 得意分野をいかした活動
• 講師依頼は相互協力
• フォローしあいながらの実践
• コミュニケーションをはかり、日常的に協力し合える体制作り

・リーフレット作成メンバーが防災について知識不足だったため、一から勉強してのスタートだった
・女性の視点、男女共同参画の視点

・点訳、手話通訳・録音の録画とＤＶＤ編集依頼

･ 活動資金を最小限に、最大の効果を得るために多くの団体、行政と協働で開催

苦労した点、工夫した点
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今後の活動

・作成したリーフレットを活用し、家族の防災力の向上から災害に強い
社会作りを目指す。

・家族構成にあわせた非常食メニュー 作り

・女性の視点からの帰宅困難者防災マップ作成

防災講演会では約５００名、験型イベントでは１５０名を超える参加

口コミで参加者が増えた

地域の協力者が増えた（場所や材料の提供）

スタッフの成長

多種多様な１０団体・行政との協力体制ができ、活動が強化

普及、啓発活動が地域で受け入れられてきた。

女性の視点での防災の輪が広がりつつある。

成 果
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秦野市役所防災課や連携団体、地域の協力の おかげで円滑

に事業を遂行することができました。
今回の活動に協力していただいた皆様に感謝いたします。
本当にありがとうございました。
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